
令和７年度札幌市立平岡緑中学校学校だより   第１１号      令和７年 11 月４日発行  

 

 

 

 

 

平岡緑中学校ホームページ   https://www.hiraokamidori-j.sapporo-c.ed.jp 

  

緑萌祭を終えて 
音楽科教諭 

10 月 24 日(金)に緑萌祭が行われました。

午前中の合唱発表では、１年生は「 My Own 

Road」、２年生は「春に」、３年生は「～二

十一世紀に生きる君たちへ～決意」を学年で

合唱しました。「学級合唱」では各学級の今

までの努力が窺える、すばらしい合唱を聴く

ことができました。 

 昨年度と同様に、賞のある「合唱コンクー

ル」の形式ではなく、「合唱発表会」として

実施しました。今年度も、自分たちの考える

「よりよい合唱」のために合唱プロジェクト

メンバーを中心に、練習を工夫したり互いに

声を掛け合ったりしながら準備を進めてい

ました。昨年度から始まった学級合唱の取組

が今年度も続いたことで、生徒たちの成長を

感じることができ、嬉しい練習期間となりま

した。学年の枠を超えて学級同士で行われた

交流会では、先輩の美しく迫力ある合唱に感

動し、後輩の懸命な姿や元気な歌声に力をも

らい、よりよい合唱づくりへの思いを新たに

していました。来年度は、入学時から合唱を

経験してきた生徒たちが最高学年となりま

す。これまでの先輩たちからのバトンを切ら

さずに、歌声だけでなく、練習に取り組む姿

勢や全員で一つのものをつくり上げていく

態度を伝え続け、合唱が平岡緑中学校の文化

の一つとして、これからもすばらしい歌声が

響き続けることを期待しています。 

 行事が終わった今、残された時間の過ごし

方が大切です。学級や個人によって、緑萌祭

の準備を通して向き合ってきた課題や手に

入れたものは異なるはずです。それらをその

場だけのものにすることなく、それぞれの形

で日常生活に生かすことができたとき、行事

があったことに意味が生まれます。今年度も

残すところあと５か月です。得た力を日々の

生活に生かすべく、悔いのないように一日一

日を大切に過ごしましょう。 

 保護者の皆様には引き続き、平岡緑中学校

の活動へのご理解とご協力をよろしくお願

い申し上げます。

 
 
 
 
 
 
 
                   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本校 HP の QR コード  

緑萌祭の様子 
午前中は学年、学級の合唱。午後は生徒会執行部、文芸部、吹奏楽部の

発表が行われました。 

https://www.hiraokamidori-j.sapporo-c.ed.jp/


人権・いじめ防止に関わる道徳授業（10 月 17 日(金）に実施） 

 札幌市弁護士会から４名の弁護士の先生をお招きし、全学年で「人権・いじめ防止」に関

わる道徳の授業をしていただきました。普段聞くことのできない人権や法についての話や、

事例を通していじめについて考える

活動などから、自分の考えを深める貴

重な時間となりました。 

 

 

 

保護者向け啓発コラム  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11 月の主な行事予定 

４(火) 

 

 

６(木) 

 

７(金) 

 

11(火) 

 

13(木) 

 

 

14(金) 

 

教育相談月間（～21 日） 

進路説明会 

 

3 年生学力テスト C 

 

生徒会認証式 

 

全協・委員会・局会・議長会 

 

卒業アルバム写真撮影 

得点通知表配布（3 年学テ C） 

 

授業公開、学年 PTA 

17(月) 

 

 

18(火) 

 

 

20(木) 

 

21(金) 

 

25(火) 

 

26(水) 

 

27(木) 

職員会議、完全下校 

NO 部活 DAY 

 

生徒会活動強化週間(～25 日) 

小学校ガイダンス（三里塚小） 

 

PTA 研修会 

 

6 組小中交流会 

 

総合取組発表①（昼放送） 

 

総合取組発表②（昼放送） 

 

総合取組発表③（昼放送） 

※  SC 来校日 ４日（火）、11 日（火）、18 日（火）、25 日（火） 

偽情報やデマに惑わされないために 

インターネットや SNS では、真実と異なる情報や誤解を招くデマが拡散されることがあ

ります。特に、話題性のあるニュースや災害時の情報は、正確な確認がされないまま広ま

ることが多く、場合によっては人々を混乱させたり、不安をあおったりする原因になりま

す。そのため、子どもたちにも情報を鵜呑みにせず、冷静に判断する力を身に付けさせる

ことが大切です。 

まず、情報の発信元を確認し、公式機関や信頼できるメディアからの情報かどうか、記

事の執筆者や引用元が明確かをチェックすることが重要です。また、一つの情報だけでな

く、複数の情報源を比較し、検証する習慣をつけるようにしましょう。 

さらに、「拡散する前に本当に正しい情報か？」と考えることも大切です。誤った情報

を広めてしまうことで、他人に迷惑をかける可能性があることを考えながら、慎重に行動

するようにお子様に伝えましょう。冷静な判断力をもち、正しい情報を見極めることが、

デジタル社会を生きる上で必要なスキルとなります。 


